
2020年実施グローバルキャンパス
推進本部サマープログラム説明会
12.4 (水) 本郷 Go Globalセンター学生交流広場12:15-55
12.5 (木) 駒場 21KOMCEE West地下MMホール 12:15-55

12:15 はじめに
12:16 ご挨拶
12:20 サマープログラム概要説明

・Berkeley Summer Sessions

・UC Davis Global Studies Program – Summer Sessions
・ IARU Courses

12:30 Berkeley Summer Sessions/UC Davis GSP – Summer 
Sessions紹介（昨年度参加学生）
12:40 サマープログラム向け奨学金紹介

・FUTI
・東京大学海外派遣奨学事業海外留学等奨学金

12:45 その他のサマープログラム紹介
・Amgen Scholars Program ほか

12:55 Q&A
終了後 個別相談

SNSもフォロー!

https://www.u-tokyo.ac.jp/adm/go-global/ja/contact-search.html 1
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The University of Tokyo

グローバルキャンパス推進本部

サマープログラム概要説明
本部国際交流課

2019. 12. 4 & 5
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グローバルキャンパス推進本部サマープログラムの概要

主催 協定校・大学連合 グローバルキャンパス推進本部

募集時期 11～12月頃 4月頃

審査 学内・主催大学の両方
（原則）

学内のみ

実施時期 6～8月頃
（一部のIARU Coursesは冬季あり）

8～9月頃

派遣先 UC Berkeley
UC Davis

IARU加盟大学（予定）

（以下、前年度実績）
ソウル大学校

シェフィールド大学
インドネシア大学
ウォーリック大学
チュラロンコン大学
ストックホルム大学

上海交通大学

本日はこちらの説明がメイン こちらは本日は簡単に。
詳細は4月の留学フェアの一部で。
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今回説明するサマープログラムの特徴

The University of Tokyo

• ご寄付による部分が大きい。
（学生の皆さんの負担額全てはカバーできない。）

• グローバルキャンパス推進本部主催
サマープログラム*も奨学金支給予定。
* 4月募集開始予定

要件を満たす
希望者に奨学金
（返済不要）

支給

原則、
主催大学
も審査

(一部ない)
割引や
サポート
あり

“なるべく
行かせたい”
学内選考

過去参加
者の報告
(ノウハウ
あり)

https://www.u-tokyo.ac.jp/adm/go-global/ja/report-list-short-summer1.html

過去の参加者の報告はこちら！
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サマープログラム 1/3  Berkeley Summer Sessions

The University of Tokyo

主催 UC Berkeley （カリフォルニア大学バークレー校）

Course

Session A B C D E

期間 6 week
May 26 -

July 2

10 week
June 8 -

August 14

8 week
June 22-

August 14

6 week
July 6 - August 

14

3 week
July 27 - August 14

主な内容 Humanities, 
social 

sciences & 
business 
courses

Foreign 
language & 
mechanical 
engineering 

courses

Science, 
engineering, 

economics and 
architecture 

courses

Humanities, 
social sciences 

& business 
courses

English as Second 
Language courses 

only

• 期間重複する複数のセッションも参加可能だが、ビザ要件でFull-time enrollment
必須。Full-time enrollmentに必要なUnit数（3～10）が参加セッションで異なる。

• コース内容や、コースあたりのUnit数はUC BerkeleyのWebsite参照。

概要：UC Berkeley主催。5セッションで、600以上の多様な分野の授業。
UC Berkeley・他のUCシステム・全米・世界各地の学生が受講。
講義受講のRegular coursesまたは英語学習の English Language Studies。

募集中

Regular Courses English Language Studies
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サマープログラム 1/3  Berkeley Summer Sessions 費用・奨学金

詳細は募集要項及び別添1を参照。

学内申請通過後、参加Sessionを変更し奨学金を増額させる変更は不可です。

期間
May 26 -

July 2（38
日間）

May 26 -
August 14
（81日間）

June 8 -
August 14
（68日間）

June 22 -
August 14
（54日間）

July 6 -
August 14
（40日間）

July 27 -
August 14
（19日間）

Session 
(組み合わせ
パターン)

A

A と B
A と C
A と D
A と E

B
Bと C
Bと D
Bと E

C
C と D
C と E

D
Dと E

E

学
部
学
生

成績要件満
たす 32万 48万 32万 16万

成績要件満
たさない

16万 24万 16万 8万
大
学
院
学
生

成績要件満
たす

成績要件満
たさない （奨学金の支給は無い）

$838(Registration Fee, International Service Fee, and Document Management 
Fee) + Unit数×$550 + 宿泊費等。航空賃や海外旅行保険も自己負担。

奨学金

費用
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The University of Tokyo

 UC Berkeley のウェブサイトをよく読

み、履修したいコースがある＆期間が

都合と合うSessionを選ぶ。

 人気コースは早めに埋まる。学内選考

後すぐ動くことをおすすめ。

 例年参加者は宿舎確保に苦労。本学で

はI House をおすすめ。

 学内選考通過後即確保に動くこと。

（2019年：すぐ手続き･･･確保 遅れた人･･･Waiting List入り？）

 Session EはI House予約が7月以降
しかできない＝ほぼ予約不可?

Berkeley Summer Sessions 知っ得情報

後ほど、昨年の参加者

から体験談を発表！

（本郷会場）

募集中

募集情報はこちら

https://www.u-tokyo.ac.jp/adm/go-
global/ja/program-list-short-BerkeleySummer.html
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サマープログラム 2/3 UC Davis Global Study Program -Summer Session

The University of Tokyo

主催 UC Davis （カリフォルニア大学デービス校）

Session I II

期間 June 22 - July 31 August 3 - September 11

Tuition USD 3,598 USD 3,598

・その他、宿泊費や生活費もかかる。航空賃や海外旅行保険も自己負担。
・セッションは両方参加も可能。

Session I Session II Session I & II

学
部
学
生

成績要件満たす 32万 32万 48万

成績要件満たさない
16万 16万 24万

大
学
院
学
生

成績要件満たす

成績要件満たさない （奨学金の支給は無い）

奨学金

概要：UC Davisがパートナー大学の学生向けに実施。
Global Study Program の Summer Session. 
英語能力・関心に応じた様々なコースが選択可能。

UC Davisのウェブサイトで
コースを見てみよう！

https://summer.ucdavis.edu/

募集中

8
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The University of Tokyo

 UC Davis のウェブサイトをよ
く読み、履修したいコースを
探す。

 過去の参加者の多くは、UC 
Davisからの紹介で寮（2人部屋、
食事つき）に宿泊している。

 デービスの街は、比較的小さ
な街で治安も良好と言われて
いる。

UC Davis Global Study Program -Summer Session 知っ得情報

後ほど、昨年の参加者

から体験談を発表！

（駒場会場）

募集中

募集情報はこちら

https://www.u-tokyo.ac.jp/adm/go-global/ja/program-
list-short-UCDavis.html
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予告サマープログラム3/3  IARU Courses (旧IARU GSP)

世界トップレベルのIARU*加盟大学の一部が実施するサマープログラム

スイス連邦工科大学
チューリッヒ校

（ETHZ）

シンガポール国立大学（NUS）
オックスフォード大学（OXF）

ケンブリッジ大学（CAM）

イェール大学（YAL）

カリフォルニア大学
バークレー校（UCB）

北京大学（PKU）

コペンハーゲン大学（COP）

ケープタウン大学（UCT）
オーストラリア国立大学

（ANU）

*IARU: International Alliance of Research Universities 

東京大学

UTokyo

海外学生の受入
Incoming Students

東大生も受講可能な東京大学開講コースもある！

東大生の派遣
Outgoing students

他の大学連合
（AUA, AEARU）

のサマー
プログラムは
随時募集!

まもなく
学内募集
開始

既に一部コース発表。

http://www.iaruni.org/for-students/iaru-
courses/iaru-courses-2020
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UTokyo Global Summer Program (GSP)/ IARU Courses

・東京大学はUTokyo GSPをIARU Coursesとして提供

・学内唯一の単位取得型・短期受入サマープログラム

・募集対象をIARU連盟校、戦略的パートナーシップ校に限定した

エリートプログラム

学内で国際経験が積める特別集中講座として、本学学生の履修を勧める

2020年提供科目

・Sustainable Urban Management 工学部（都市工学）・栗栖聖准教授

・Japan in Today’s World 法学部・藤原帰一教授

・Nanoscience 工学部（生産技術研究所）・岩本敏教授

実施期間 ６月下旬～７月中旬

詳細はhttps://www.u-tokyo.ac.jp/en/prospective-

students/special_programs.html

参加したい東大
生(履修時3年生
以上）の応募
（登録）はUTAS

から!

11
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UTokyo Global Summer Program (GSP)/ IARU Courses

詳細はhttps://www.u-tokyo.ac.jp/en/prospective-

students/special_programs.html

参加したい東大
生(履修時3年生
以上）の応募
（登録）はUTAS

から!

＠三菱地所 ＠森ビル
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サマープログラム(全体) 注意事項等－学内申請時

The University of Tokyo

・募集要項をよく読み、書類を準備。

例年、5割は基本的な書類が揃っていない。

・申請プログラムのウェブサイトをよく読む。

・申請時、派遣時の学部／研究科の担当のサインが必要。

・締切厳守。締切は現在所属の学部／研究科に確認。

（締切は各学部・研究科で異なる。）

・誓約書の内容はよく確認する。

プログラムへの参加について保護者の同意を得る。

（未成年は、誓約書に保護者のサインが必要。）
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サマープログラム(全体) 注意事項等－語学要件

The University of Tokyo

 Berkeley Summer SessionsのEnglish Language Studies以外は

英語の語学証明書類提出必須。

→応募したい人はTOEFL, IELTS (,TOEIC)をすぐ受験！

（例）TOEFLサイトで公表された関東でのテスト日

1/11、1/12、1/18など（11/29時点。学部・研究科の締切後も、スコアだ
けなら後で本部国際交流課に直接提出/差替して良いが、スコア提出の期限厳
守（2/6正午必着）は自己責任。）

※TOEICがOKなのはBerkeley Summer Sessions（ 1/12受験は間に合わないかも）

 英語で一定年数の教育を受けている者は学内選考では提出

免除（申請先によっては採択後提出を求められる可能性も）
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The University of Tokyo

・学内選考通過後、派遣先への応募が必要となる。

先方の締切まで時間がない場合もあるため、注意。

・日本の住居を出発した日から帰宅するまでの

付帯海学（保険）の加入は必須条件。（自己負担）

派遣先で保険への加入を求められる場合もあるが、

付帯海学は免除できない。

・その他本学・派遣先大学の指示にしたがうこと。

サマープログラム(全体) 注意事項等－その他

15



サマープログラムの申請

The University of Tokyo

学内募集が始まり次第、Go Global 
ウェブサイト等で告知します！
（一部、すでに募集開始）

過去の参加者のレポートはこちら
から！

https://www.u-tokyo.ac.jp/adm/go-
global/ja/index.html

https://www.u-tokyo.ac.jp/adm/go-
global/ja/report-list-short-
summer1.html
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The University of Tokyo

（予告サマープログラム（旧第2回サマープログラム））

グローバルキャンパス推進本部主催サマープログラム派遣先
※以下、2019年度実績。プログラムによっては変更や実施しない可能性もあります。

ストックホルム大学

シェフィールド大学

ウォーリック大学

チュラロンコン大学

上海交通大学

ソウル大学校

17



The University of Tokyo

昨年度参加学生からの
プログラム紹介
Berkeley Summer Sessions (UC Berkeley)(本郷)
UC Davis Global Study Program -Summer Session(駒場)
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The University of Tokyo

サマープログラム
向け奨学金紹介

①FUTI
②東京大学海外派遣奨学事業海外留学等奨学金
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東京大学社会連携本部

2019.12

サマープログラム説明会2020
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Friends of UTokyo, Inc.(FUTI) とは

2007年、東大OBを中心に米国ニューヨーク州に設立さ
れたNPO

東京大学と米国大学の間での学生の相互留学、共同
研究を支援

FUTI奨学金：東大OBと関連企業のご寄付を原資とし、
夏季留学を支援。

米国伊藤財団-FUTI奨学金：米国伊藤財団のご寄付を
原資とし、1学期以上の中・長期留学を支援。

米国留学への選択肢が広がりました！

- 1 -
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奨学金選考基準

目的意識（英語Essayから）

英語熟達度（TOEFL等から）

学業成績（成績表から）

リーダーシップ実績（履歴書から）

推薦状

下記内容を総合評価

社会貢献のための強固な意志を持つ方の
ご応募をお待ちしています

詳細はhttps://www.friendsofutokyo.org/もしくは「FUTI」で検索
- 2 -

募集開始：
2019年12月

応募締切：
2020年2月末

最終結果は4月末までに
お知らせします。

２０２０年留学希望者に
向けて情報更新済み！

※留学プログラム等への
申込と平行して奨学金の
申込を行ってください。
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奨学金① FUTI奨学金

対象 ：米国大学の夏季プログラム・インターンシップ
（東大が扱う留学・支援制度/独自留学も可能）

対象学生 ：東大在校生（国籍不問）

募集人数 ： 10名程度

支給金額 ：原則$3,000～$4,000

奨学金併給 ： FUTIとしては可（相手方の制限に注意）

- 3 -
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奨学金② 米国伊藤財団-FUTI奨学金
対象：米大学・大学院への1学期以上の中・長期留学

（東大が扱う留学・支援制度/独自留学も可能）

対象学生：東大在校生（学士・修士・博士過程）、
卒業・修了見込者、既卒者（留学中含む）
（上記からカテゴリ別に選考）
（国籍不問、将来の日本への貢献意欲重視）

募集人数：計 10名程度

支給金額：他奨学金やご家族等からの支援も考慮し、
申請に基づき査定（ただし支給は最長2年）

①部分支援（年間$10,000～$20,000）

②全体支援（年間$50,000以内）

奨学金併給： FUTIとしては可（相手方の制限に注意）

活発な課外活動の結果、学業・英語の時間制約があった方を歓迎す
る「IF育英奨学金」もあります。

- 4 -
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奨学生の声

 「授業からも、教室の外でも大変多
くを学んだ。」

 「世界と日本についての視野を大き
く広げることができた。」

 「将来のキャリアプランを再考する
良い機会になった。」

- 5 -
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終わりに

目指せグローバル・リーダー

 「半信半疑の自分探し」

驚くほど活性化して帰国

- 6 -
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参考: グローバルキャンパス推進本部のプログラムで、FUTIへ申請可能なもの

The University of Tokyo

1. Berkeley Summer Sessions, UC Davis Global Study 
Program, または米国で開催されるIARU Courses

2. 米国への全学交換留学

3. UC派遣

UC派遣とは:UC BerkeleyまたはUC DavisのExtensionに所属し正規授業を履修。

(1) UC Berkeley American and International Study Program (AISP)

(2) UC Davis Global Study Program

授業料 ：(1)の場合24,393 USD～／1学期（宿泊費込み）

(2)の場合7,125 USD／1クオーター（宿泊費除く）

募集時期：例年3月頃（4月上旬募集締切）

英語要件：(1)IELTS 7.0 TOEFL 90 (2)IELTS 6.0～ TOEFL 61～

★詳しくは昨年度の募集要項をチェック (次期は変更する可能性あり）

FUTI側から①直接留学先に支払われる授業料、②渡航
費として支給（用途が指定される場合）は、グローバル
キャンパス推進本部の奨学金とも併給可

（2019－2020）

https://www.u-tokyo.ac.jp/adm/go-global/ja/program-list-UC.html
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その他奨学金

The University of Tokyo

「応募手続きと奨学金」
↓

「奨学金について知ろう」

https://www.u-tokyo.ac.jp/adm/go-global/ja/scholarship-index.html

Go Global 東京大学海外留学情報・海外留学奨学金情報

28

https://www.u-tokyo.ac.jp/adm/go-global/ja/scholarship-index.html


その他奨学金

The University of Tokyo

個人応募

https://www.u-tokyo.ac.jp/adm/go-global/ja/scholarship-direct.html

本学を通さず財団等へ
直接応募する奨学金

Webページに随時情報が
掲載されるので、

こまめに確認しよう！

詳細情報・募集要項・申請書類等をダウンロード

29
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その他奨学金

The University of Tokyo

本学からの推薦による応募

https://www.u-tokyo.ac.jp/adm/go-global/ja/scholarship-list.html

Go Global ウェブサイトの
カテゴリー一覧（大学公募
の奨学金）Ｐick Up!で
現在募集中の奨学金を

確認しよう！

詳細情報・募集要項・申請書類等をダウンロード

30
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その他奨学金

The University of Tokyo

大学公募の奨学金

「東京大学 海外派遣奨学
事業 短期・超短期 海外

留学奨学金」
募集時期は年2回

支給期間が1セメスター以下の
留学も対象となる奨学金

31



The University of Tokyo 32

○東京大学海外派遣奨学事業（短期・超短期）奨学金 概要

月額6万円～10万円（留学先地域により異なる）支給額

3ヶ月以上1年以内（短期）・3ヶ月未満（超短期）の留学

年に2回募集
第1回対象：4月～10月留学開始分
第2回対象：11月～3月留学開始分

募集

＜支援プログラム例＞
・部局間連携プログラム
所属学部・大学院間の交換留学、サマープログラムなど
・個人で参加するプログラム
海外大学が実施するVisiting Program、海外大学が実施するサ
マープログラム、海外大学や硏究機関等における研究留学など

採択者数 年間約30名（予算状況による）

その他奨学金

必ず最新の募
集要項にて、
内容を確認し
てください。



その他奨学金

The University of Tokyo

東京大学海外派遣奨学事業 短期・超短期 海外留学奨学金

募集時期（予定）：
※来年度の予算状況による。例年同様の実施の場合は以下のスケジュールを予定しています

第1回 2020年4月下旬頃
対象：2020年4月1日～2020年10月31日までの間に開始するプログラム

第2回 2020年9月下旬頃
対象：2020年11月1日～2021年3月31日までの間に開始するプログラム

支給期間：

１）短期海外留学等奨学金：３ヶ月（93日）以上 最大１年（365日）以内
２）超短期海外留学等奨学金：3ヶ月（93日）未満

費用・奨学金等
指定都市 月額10万円 甲地方 月額 8万円
乙地方 月額 7万円 丙地方 月額 6万円

※詳細は募集要項別紙を参照すること
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その他奨学金

The University of Tokyo

短期・超短期 海外留学奨学金

対象となるプログラムの例：
○本学と海外大学が連携して実施する海外留学等プログラム
• 交換留学（全学交換留学等、グローバルキャンパス推進本部が募集
するプログラムを除く）

• サマープログラム等（グローバルキャンパス推進本部が募集するプ
ログラムを除く）

○個人で直接参加する海外留学等プログラム
• 海外大学のVisiting Program（Visiting Student Program、Visiting 

Researcher Program など）
• 海外大学が実施するサマープログラム等（語学研修プログラムを含
む）

• 海外大学や研究機関等における研究留学

対象外となるプログラムの例：
グローバルキャンパス推進本部が募集するプログラム、本学が実施する「体験活
動プログラム」、学会／研究集会での研究発表又は研究フィールドワーク、ボラ
ンティア活動インターンシップ、就業体験プログラム 等
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その他奨学金

The University of Tokyo

短期・超短期 海外留学奨学金

注意事項：

• 申請資格については、募集要項を充分に確認すること

• 応募にあたっては、短期もしくは超短期のどちらか１プログラムに
のみ申請可能。ただし、第１回募集で採択された場合は、第２回募
集には申請できない

• 前年度に本奨学金制度の「短期」奨学金に採択された学生は、次年
度の「超短期」奨学金には申請できるが、「短期」奨学金には申請
できない

内容は変更される可能性があります。
必ず最新の募集要項にて確認してください。
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The University of Tokyo

その他のサマープログラム
紹介
学内でのサマーインターンシッププログラム
（バイオ系）Amgen Scholars Program
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Amgen Scholars Program 

アムジェン・スカラーズ・プログラム

バイオ系研究者を目指す学部学生のための

8週間の研究活動体験



米国・アムジェン財団からの寄附による

主に医学･生命科学系分野を専攻する学部学生を対象に

世界のトップ校の整った研究環境において

実践的・専門的・集中的な研究体験の場を提供する

研究室インターンシップ・プログラムです。

プログラムの目的は・・・

＊未来の科学者を育てること！＊

Amgen Scholars Program とは



2020年 世界の開催校・機関

日本の大学生が応募できるのは、アジア・プログラムだけ！

Amgen Scholars Program



UTokyo Amgen Scholars Program

奨学金がもらえる。（25万円）

研究室に所属し、最先端の専門的かつ実践的な
研究を集中して行うことができる。

世界中から参加した学生達と同じ宿舎に住み、
さまざまなイベントを通じて交流することが
できる。（宿泊費は無料）

英語でのプレゼンテーション能力が鍛えられる。

プログラムに参加すると・・・



受入研究室

医学系研究科 理学系研究科

工学系研究科 農学生命科学研究科

薬学系研究科 生産技術研究所

研究対象分野

生物化学 生物工学 生物情報学 バイオテクノロジー

生理学 化学・生物分子工学 化学 免疫学

微生物学 分子細胞発生生物学 神経生物学

分子医学 分子遺伝学

UTokyo Amgen Scholars Program



プレゼンテーション・スキルの向上

留学生や大学院生との交流

（中間発表会の様子）

UTokyo Amgen Scholars Program



2020年8月6日(木)～8日（土）

＠ シンガポール国立大学

他大学プログラム参加者との交流

Amgen Scholars Asia Symposium
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同じ宿舎での生活 日本文化体験

留学生との交流

ほかにも・・・

UTokyo Amgen Scholars Program



✻ 2020年９月卒業ではない学部学生であること。

✻ 博士課程進学に興味があること。

✻ 成績優秀であること。

✻ 英語力について、次のいずれかのスコアを取得して
いること。

・TOEFL (iBT) 72以上
・IELTS overall band score 5.5以上
・TOEIC L&R 785以上
・TOEIC S&W 310以上
・Cambridge English FCE以上

応募資格

Amgen Scholars Asia Program 2020



✻ 原則として平日は毎日登校し、全てのアクティビティに
参加できること。
（学部の行事などの理由による相談に応じます。）

✻ 原則として、プログラム事務局が用意した宿舎に滞在
できること。（本郷キャンパス近くの宿舎を無料提供。）

✻ 研究内容についてポスターを作成し、研究発表会にて
プレゼンテーションを行うこと。（使用言語は英語）

そのほかの参加要件（UTokyoプログラムの場合）

各大学のウェブサイトにて確認してください。

Amgen Scholars Asia Program 2020



各大学での開催期間

東京大学 ･････････････････ 6/9(火) ～

京都大学 ･････････････････ 6/9(火) ～

清華大学 ･････････････････ 6/15(月) ～

シンガポール国立大学 ･････ 6/4(木) ～

＊8月6～8日：合同シンポジウム
（＠シンガポール国立大学）

Amgen Scholars Asia Program 2020



UTokyo Programの詳細、応募はこちらから

https://www.u-tokyo.ac.jp/en/prospective-students/amgen_program.html

・応募はオンライン申請
・早目に必要書類を確認しよう！



Asia Programについてはこちらから

https://amgenscholars.com/asia-program

・京都大学プログラム
・シンガポール国立大学プログラム
・清華大学プログラム



応募締切りは 2020年2月3日*
*UTokyo プログラムは午後3時まで

質問はこのあとの個別相談会にて

もしくは

国際交流課・北原 まで

amgenscholars.adm@gs.mail.u-tokyo.ac.jp

Amgen Scholars Asia Program 2020



サマープログラムは･･･

The University of Tokyo

Go Global 東京大学海外留学・国際交流情報（Go Globalウェブサイト）

さらに、プログラム

＞直接応募のプログラム

にも多数掲載！！

大学で公募するものは、トップページやSNSで募集開始を通知！

（例）中谷医工計測技
術振興財団の米国
ジョージア工科大学

での
夏季リサーチインター

ンシップ
（チラシ配布！）
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2020年実施グローバルキャンパス
推進本部サマープログラム説明会

12.4 (水) 本郷 Go Globalセンター学生交流広場12:15-55
12.5 (木) 駒場 21KOMCEE West地下MMホール 12:15-55

終了後 個別相談

SNSもフォロー!

https://www.u-tokyo.ac.jp/adm/go-global/ja/contact-search.html
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